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序 章 研究の目的と方法  
 














弥 生 時 代 の日 韓 交 流 は、これまで、韓 半
島の無 文 土器やその影 響 を受けた土器、
韓 半 島 からもたらされた金 属 器 の日 本 列





































































































































































第１表  無文土器に関する用語の整理  
粘土帯土器 朝鮮系無文土器 擬朝鮮系無文土器









第４図  佐賀平野の無文土器の弥生土器化（片岡 1993） 
１～７土生Ⅰ式  ８～18 土生Ⅱ式  19～27 土生Ⅲ式  
 １～13・19・22 土生遺跡  14・27 貴別当神社遺跡  15・21・23～25 鍋島本村南遺跡  











































































調査の開始は古く、1968 年にさかのぼる。津古遺跡では数十 ha に及ぶ大規模な宅地造成
「みくにの団地」の計画が上がり、波多野晥三を団長とした調査団が組織され、開発の合
間を縫って部分的な調査が進められた。その後、1969 年には津古内畑遺跡の調査が始まり、
５か年に及ぶ調査で弥生時代の貯蔵穴 260 基、竪穴住居 13 軒、環濠１条、甕棺墓 17 基、












第６図  三国丘陵周辺の弥生時代遺跡分布図  
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生文化の受容と展開を検討している（山崎・井上 2004,山崎・杉本・井上 2005）。  
 











































































































くからの調査研究の蓄積がある［鏡山 1956～1959、高倉 1975、橋口 1985・1987、武末
1990 など］。また、蓄積された資料から、集落研究の基礎的遺構である住居遺構について
も地域単位での変遷、地域性が明らかにされつつある［寺井 1995、小澤 2006、坂元 2006、




















































掘立柱建物 4 棟、貯蔵穴 279 基、道状遺構 7 条、柵列状ピット群などが検出された。全時


























住 2008）。  
 平塚川添遺跡では後期後半以降、多重環濠を伴う（第 10 図）。その中心部には大形建物
が並び、その周囲には環濠によって区画された別区を有する。この別区のなかには工房域








第７図  江辻遺跡遺構配置図［武末 2002］ 第８図  一ノ口遺跡遺構配置図  ［速水 1994］ 




















































































































増加、Ⅱ c 式期まで比較的みられる住居形である。  
「多主柱」円形松菊里系住居としたものは、中央土坑を有し、中央２柱とその外側に多





































































第 13 図  松菊里系住居属性分析②（山崎ほか 2008） 


















































ピットが検出されることが多く（第 17 図）、ほかにも同遺跡 14 号住居や小板井屋敷遺跡
１号住居、小郡若山遺跡３区３号住居などが類似した特徴を持つ。また、不規則ではある
が、小郡中尾遺跡２区 13 号住居、大板井遺跡Ⅰ区５号住居にも壁際に小ピットが認めら  





































18 平方㍍のものである。  
②津古土取遺跡 


















































第 19 図  津古土取遺跡住居変遷図（ｓ＝１／800） 
第 20 図  横隈鍋倉遺跡遺構配置図（ｓ＝１／1200） 
28 
 







































36％の割合を示す。今回は詳細時 第 21 図  一ノ口遺跡Ⅰ地点遺構配置図（ｓ＝１／1800） 
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多くの場合、主柱がはっきりしない。炉は 11 軒で確認され、深さは５～ 30 ㎝程度である。 











丘陵斜面段状型住居 28 軒、小判型住居４軒が築かれ、全体的に増加を見せる。また、47 号
住居は丘陵斜面段状型住居でも非常に規模が大きく、超時期 12.96ｍを測る。 








第 25 図  小郡中尾遺跡・小郡若山遺跡遺構配置図（ｓ＝１／600） 
33 
 






























































































































































































































は 985 軒（うち円形松菊里型／系住居 176 軒、円形多主柱松菊里派生型住居 178 軒、円形４本柱
松菊里派生型住居 30 軒、方形松菊里類似住居 11 軒）に上る。なお、三国丘陵（筑後地域部分）で
は、竪穴建物数 568 軒（うち円形松菊里型／系住居 107 軒、円形多主柱松菊里派生型住居 86 軒、


























































































































































少ない。自然木は、福岡県板付遺跡の弥生時代早・前期で 3 点と弥生時代中期で 11 点、同
第27図 縄文時代のアカガシ亜属材の器種別割合 （伊東・山田編2012）  
第28図 弥生時代のアカガシ亜属材の器種別割合（伊東・山田編（ 2012）から作製） 
44 
 








具体的な生業への言及が可能な土台が確立されつつある（安 2008a・b、李 2005、小畑 2008・ 












第 30 図 韓国における植物遺存体の時期別出土分布（山崎ほか 2014）  
青銅器時代前期（無文土器時代前期）       青銅器時代中期（無文土器時代中期）  




















陸系磨製石器群の流入について関心が払われた（第 31・32 図）。 
九州地方の縄文時代後・晩期における文化現象の大きな変革を生み出す要因として、
























常畑農耕が推測されている（高木 1980・2007）（第 31 図）。  
以上のような九州における縄文時代後・晩期における生業の変化は、東日本からの文
化伝播の影響とする説（木村・島津 1972、渡辺 1975、田中 1982）と朝鮮半島の畑作文化
の影響とする説の大きく２者が存在する（甲元 2000、田﨑 2002a、藤尾 2003、宮本
2003・05）。 



















































集約化の状況も議論されるに至っている（山崎純 1987、田﨑 1998・2002b、常松 2003、




にされている（第 37 図）（小郡市 2004）。プラント・オパールの結果では、イネが検出さ
れており、このイネは隣接の三沢公家隈遺跡の谷水田で検出されたプラント・オパールと 
（福岡市 1987） 第 36 図 野多目遺跡の水田  
第 35 図 板付遺跡Ｇ7 調査区の井堰  
（吉留 2004 加筆） 
第 34 図 板付遺跡周辺の水路と水田  








第 37 図 三沢蓬ヶ浦遺跡の畠（小郡市 2004 加筆）  
 
第 39 図 筋違遺跡の畠（三重県埋文 2007 加筆）  







ネ・プラントオパールが検出されており（第 38 図）（徳島大学 2007）、これらの畠が陸稲














































































                                                                                                                                                                                                    
【註】  
（１）弥生時代開始年代の議論が、 2003 年以降活発に行われている。主に３つの説がある。  
①従来の年代観とする説･･･弥生人骨を用いた AMS 年代測定 田中良之、溝口孝司、岩永省三 TOM 
higham（田中ほか 2004）、②紀元前 800 年を上限とする説･･･遼寧式銅剣遼西説：宮本一夫（宮本
2004）、石川日出志（石川 2003）、クロスナ説：甲元真之（ 2008）、③紀元前 11～10 世紀を上限とす
る説･･･AMS 炭素 14 年代測定 国立歴史民俗博物館（歴博 2003）、遼寧式銅剣遼東説  小林青樹、












































ら縄文晩期～弥生中期中葉の植生変遷が明らかにされた（畑中 1980、野井 1991・1992 な
ど）。しかし、中期後葉以降の上層部分では花粉化石が分解しており、植生不明であったた 
































































































第 42 図 津古土取遺跡における花粉分析（畑中 1990 を改変） 










































＋シイ・カシ林 ＋イネ少量が推定される。この時期には、既に二次林の形成（ cf.山側の 
























時代前期の集落が広がっている。谷部の分析試料でもあり、時期幅を持つ資料特性がある。   










る照葉樹林＋コナラ林の分布がうかがえる。（ｃｆ.下層 1・2 層で中期前半の土器  掘削に
よる流路化）中層（4・6 層）の段階は、考古学的に中期後半かと考えられる。二次林と  
してのシイ林（クリ）・コナラ林増加（＊クリ－シイ未分化の分析）がうかがえる。  















































第 46 図 三沢北中尾遺跡 10Ｂ地点における花粉分析（古環境 2006 を改変）  








































第 48 図 三沢上棚田遺跡における花粉分析（古環境 1996 を改変） 































































第 51 図 標高 70～80ｍの高い丘陵地の集落  
第 52 図 井堰構成材の比較（前期と中期末）  






第 53 図① 集落変遷と森林資源１  




第 53 図② 集落変遷と森林資源２  
⓪津古土取遺跡 ①力武内畑遺跡  ②三沢公家隈遺跡   








第 53 図③ 集落変遷と森林資源３  

















































究の新しい方向性を示しているといえる（本田 1996，島崎 1997，甲斐 1998，井上 2002）。
筆者自身も先学の調査事例に導かれ，その実践を目指し，井堰構築物調査の方向性を模索
































































規模は）未成熟な段階と位置づけている（広瀬 1983・1988）。  
一方で、橋口達也氏は本格的な水田稲作農耕の前段階に縄文時代後晩期の萌芽的農耕段
階が存在し，内的な技術発展にも評価が必要であるとする（橋口 1985）。  
先の板付・菜畑・野多目遺跡で検出された初期水田に検討を加えた山崎純男氏は，板付
遺跡・野多目遺跡などの段丘上に立地する給水型水田と菜畑遺跡などの谷部に立地する排
水型水田の２種の水田構造が水田稲作開始期より存在するとした（山崎純 1987）。  
以上のように，板付，菜畑，両遺跡の初期水田発見後は初期水田稲作研究の深化が行わ
れる。  























弥 生 時 代 前 期 以 前 の
井堰例は管見によれば
















末純一氏の見解に従う（武末 2004）。  
井堰構造の分類については，先学の成果を踏まえて類型化をおこなう（第 54 図）（註２）  
【井堰構築材（流水攻撃面・前面）】  
①杭型 井堰前面の構築材として杭を専ら用いるもの。  
②杭･矢板併用型 井堰前面の構築材に杭・矢板併用のもの。矢板の構成比率が杭を下回
第 54 図 井堰構造の類型化  








①直立型堰 井堰構築材（杭・矢板）が流水に対して直立して打設されるもの。横材に  
より構造維持を図り，併せて流水の透過を抑えるものが多い。水口付近で板材を仮設し， 
取排水調整をするものもある。  
②有斜角度堰 井堰構築材（杭・矢板）が流水に対して斜めに打設されるもの。オーバ  
ーフローを想定，強い流水を逃がすことが出来る。横材により構造の維持を図り，併せ  
て流水の透過を抑えているものが多い。  











Ｂ．平面形による分類（喜多村 1950，井上 2004） 
幹線水路や流路に築かれる井堰の分類、小規模溝に設置されるものの分類には適さない。 

















































田編 1998）。特に，Ⅰ区矢板列 004 や杭列 005 は片合掌型を採り，早い段階でこの形態が
出現していることがわかる。矢板列 004 は数単位存在し，時期差も想定できる。また，矢
板列 004 構成材矢板 15 のＣ14 年代測定は 2920±190 の値が出ている。  
また，４次調査Ⅲ区の調査区端で流路内に矢板・有斜角度一文字形配置堰（SX118）がみ
られる（池田・安部 2004）。野多目遺跡では突帯文期から板付Ⅰ式段階の水口に設置され
た杭・直立型調整堰が２基と SD01・02 内の井堰が３基みられる。SD01・１号井堰は杭･ 
矢板直立型一文字形配置，SD02・２号井堰は，付近に水口が存在し，杭・直立型の取水堰
である。３号井堰も付近に水口がみられ，矢板・直立型一文字形配置の取水堰であろう（山




第 55 図 初期灌漑施設・井堰の分布（Ｓ＝１／500,000） 

































遷に伴い設置された幅 6～７ｍの堰がみられる（吉武編 1989）。  
ｃ．筑後地域 
近年は玄界灘沿岸地域のみならず、内陸部での稲作受容の姿が明らかになりつつある。
水田が検出された（山崎頼 2004）。また，三沢公家隈遺跡では板付Ⅱｃ～城ノ越式期とさ  
れる丘陵裾の径１～２ｍ前後の溜井状遺構から水路を介して給水される浅谷部の谷水
田が検出されている（片岡 2001）（第 58 図）。溜井状遺構は力武内畑遺跡７区でも検出さ
れる。小郡市力武内畑遺跡７区で段丘裾部において，板付Ⅰ式併行期の水路・井堰・畦畔






有明海沿岸の筑後市津島九反坪遺跡でも板付Ⅱ b～Ⅱ c 式の大形溜井状遺構が検出されて
いる。遺跡は矢部川が形成した後背湿地上に立地する。道路幅の調査であり，全容は明ら
かでないが，溜井状遺構の規模は長軸 23ｍ以上×短軸 4.5ｍ以上となる（立石編 2002）。
井堰は力武内畑遺跡７区で自然流路の埋没過程で設置された，取水・調整機能を併せ持つ














れた (永松 2004)（註８）。井堰 SX090 は矢板直立型ので 3 列みられ，調査者は３回の補改修







 備讃瀬戸地域では初期水田・前期井堰の調査蓄積が多くある。特に 1968～69 年に調査
された岡山市津島遺跡の水田遺構は古くから周知されてきた（津島遺跡調査団 1968）。  
初期水田は，備前地域では旭川流域沖積微高地周辺で検出される。岡山市津島江道遺跡
















置された杭・直立型斜交配置堰と考えられる（石野・松下 1968）。  
ｈ．攝津地域 
 摂津地域では三田市対中遺跡（深井編 1988），伊丹市岩屋遺跡（上田 2004a･ｂ、兵庫県
教委 2002・03），茨木市牟礼遺跡（宮脇 1986），高槻市安満遺跡（埋文研究会編 1991）で
前期井堰が確認される。初期水田も神戸市須磨区戎町遺跡（山本編 1989），東灘区北青木





















る池島・福万寺遺跡（第 59 図）（井上編 2002 ほか），志紀・田井中遺跡などがある。  
井堰については，池島・福万寺遺跡で前期中葉の 96-2 区第 13-1 面杭列７，前期末から












が検出されている（立岡 2002）。  
前期の集落や水利施設の発見が相次ぎ，加えて初期水田の発見が待たれる地域である。 
ｋ．伊勢地域 













ａ．福岡市板付遺跡 G－７b 区井堰（第 60 図） [山崎純 1999] 
 板付遺跡 G－7b 区井堰は調査区内で約 6.5ｍ幅を確認し，現状で約２ｍの高さを有して
いる。幹線水路内に築かれ，取水溝に導水する。  




第 60 図 板付遺跡・橋本一丁田遺跡の検討（山崎純１９９９、池田・阿部 1998） 
79 
 
の方法で堰のかさ上げを行う。堰の西半部では径 25 ㎝前後，長さ 2.5ｍ前後の二又杭を２




















ｂ．福岡市橋本一丁田遺跡４ SX118（第 60 図）［池田・安部 2004］ 
橋本一丁田遺跡４次調査で検出された SX118 は突帯文期から板付Ⅰ式期の SD125（河
川）内に設置された矢板・片合掌型一文字形配置の井堰である。SD125 に設定されたトレ
ンチ内で検出され，その堆積状況も明らかである。矢板は幅５～24 ㎝を測り，10 ㎝前後
のものが多い。長いもので 85 ㎝遺存している。標高 3.6ｍ前後にスサが堆積する。スサは
６層上面にあたり，５または４層部分に流れがあった時期に SX118 が設置されたと報告さ
れている。また、矢板は東側に 60°前後傾斜して打設され，その後方には径８㎝前後の杭
が 45°前後の角度で西側に打たれている状況が確認できる。  
報告では重要な見解が示されている。平面的には約９ .6ｍ幅の SD125 に６ｍ弱の SX118
が見られるが，SX118 は SD125 上層の時期に対応して設置されていると報告される。こ
ういった流路幅に対応しない井堰が多く図示されるが，実際，流路機能時を判断する必要
があることを示唆している。  








































［第４段階ａ・ｂ］（第 61 図右下）  




































































ｃ．岡山市百間川原尾島遺跡２堰１（第 62 図）［正岡編 1984］ 






材が見られる。13 層段階にも何らかの水利が行なわれていた可能性がある。その 13 層が
堆積した段階で，第 11 層を中心とした部分に流路が変遷する。この流路内には杭が流路  







も，同様の視点で井堰と流路変遷を捉える必要があろう。   







第 62 図 百間川原尾島遺跡２次遺跡１の検討（正岡編 1984） 
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直立しており，SD29～32 からの排水と SR01 の流水を SD23 へ導水する。第１井堰と
下部層（灰白色砂層）から出土した土器から，所属時期は前期中段階とされる。  
SR01 は第２井堰が設置された付近では，天幅 4.3ｍ，底幅 3.1ｍの規模を持つ。井堰は
流路に直交し，幅約 3.6ｍ，基底部で上下流幅約２ｍを測る。井堰の構造は流路に直交して
長さ約３～3.5ｍ，太さ 10cm 程度の横木が検出され，その横木に直行する形で板材が確認
できる。また，断面観察からは土手状の高まりに垂直に打った杭 A と上流方向への杭 B と
下流方向への杭 C で横木を固定している。杭 A は太さ 5～７cm で，断面観察部分では２
列になる。杭 B・C は太さ８～９ cm で，杭 B が 62°，杭 C が 57°の傾きを持つ。杭Ｄは
上流側の板材を固定したもので径４～５ｃｍとやや細めである。また，横木と杭Ａ～Ｃに  
絡めるように上流方向だけに傾斜をつけた板材を組む。この板材は長さ 1.2ｍ前後，幅５
～10cm，厚さ３ cm 程，9.7°～13.5°の角度をもつ板材 A と 35.5°～37.9°の角度をもつ
板材 B の２種類がある。これらをもって，報告者は合掌型堰を想定する。また，第２井堰






















ｅ．兵庫県伊丹市岩屋遺跡井堰群（第 64 図）［上田 2004a・ｂ，兵庫県教委 2003・2004］  
岩屋遺跡は兵庫県教育委員会による平成 15・16 年度調査で北西から南東方向へ流れる
幅８～17ｍ，深さ 0.8～1.4ｍの自然流路内に井堰が 2 基築かれ，それぞれの導水路施設の
状況も明らかにされた（註 11）。  




水流を受け、SD201 に導水する。  
堰２は平面形がくの字を呈し，屈曲部を境に河川の北岸側と南岸側にわかれる。北岸側
の杭にはみかん割り材が多用され，およそ２列になっている。南岸側は中央部で撹乱を受
第 64 図 岩屋遺跡堰１・２の検討（上田 2004a・b） 
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ｆ．和歌山県日高郡南部町徳蔵地区遺跡（第 65 図）［立岡 2002］  




















































































る（秋山 2002）。  
以上は異なる地域の事例ではあるが，実際，各地で段階差を持ちつつも，前期後半段階
において弥生化を果たした集団の関係が成熟期を迎えているとの評価は一般的である（後
































































できる点である（第 66 図）。報告書では、以下のようにまとめられている（西谷 1971）。 
「主脈をなす最大の丘を A 丘、そこから北と東へ派生する丘をそれぞれ B 丘、 C 丘とする。そし









































ときである。」＊（ ）内は筆者加筆。  
以上は、予備調査から得られた一つの仮説である。調査担当者である西谷正が述懐して
いるように、当時示された近藤義郎氏の単位集団論が大きく影響している内容となってい













































































































































































































続いて、横隈山遺跡第５・７地点でそれぞれ環濠が確認される（第 68 図）[浜田 1974]。
開発側との攻防のなか、過酷な調査環境で残された最低限の記録は、現在ではより一層価  







部には、古墳時代後期の住居 10 数軒と環濠と同時期の貯蔵穴・土坑 50 数基が確認され、































































以上のものが含まれる。板付Ⅱa 式段階を中心とした竪穴住居８軒、貯蔵穴・土坑 110 基






































およそ北西―南東方向に 135ｍ、北東－南西方向に 180ｍの範囲となり、  





























































模で、幅 2.7～3.3ｍ、深さ約 2.3～2.7ｍの断面 V 字形を呈する。周辺の同時期の環濠と比
べて、その平面規模はかなり小さい。南西部には幅約２ｍ程の陸橋部が存在する。下層か




















































遺跡１地点（26）の調査例があげられる（第 74 図）。  
三沢北中尾遺跡１地点は三国丘陵東南部に位置し、標高 32～35ｍを測る。横隈山遺跡第 






























































村・分出過程（註 10）が考えられる。  
この時期、武器出土の墓は横隈上内畑遺跡５次ＳＲ12 で木棺墓棺内床面、推定被葬者腹




































































































三沢北中尾遺跡１地点は標高 32 から 35ｍを測る、横隈山遺跡第５地点・三沢北中尾遺
跡４・７地点と谷を隔てて北側の東西にのびる丘陵に位置する。板付Ⅱｂ式～城の越式期







































墓棺内、おそらく被葬者右腕部付近に鋒先を足元に向けた状態で出土し、D17 は木棺墓棺  
内のほぼ中央部で出土している。切先の残存長は 5.5cm で先端を一部欠損する。３次 D16
は副葬、D17 は体内遺存の可能性があるものと思われる。２次調査土壙墓・木棺墓出土の
石剣切先は残存が 2.9cm、3.4cm で数片に割れており、出土状況は不明ながら体内遺存の







横隈狐塚遺跡７地点 12 号土壙墓からは推定被葬者胸部中央付近の床面から５ cm 浮いた
状態で磨製石剣切先片が出土した。切先は水平状態で頭位へ向け、残存長は 2.0cm で先端





































































































































































































































































































（１）区画施設に関する評価のうち、観念的な区別の表徴 [鑑山 1956～59、武末 1990、菅 1999 ほ
か ]はそれぞれの上位概念として捉える事ができよう。居住域囲繞の防衛・防禦施設とする考えに
は、森・岡崎 1960、都出 1983、佐原 1987、春成 1990、高倉 1991 などがあり、防水施設とする考え
は多重環濠の説明によく用いられる [赤木 1992、赤塚 2007]。貯蔵穴を囲繞する環濠は北部九州か
ら山陰地域、松山平野に分布し、「環濠貯蔵区画」（都出 1989）や A 型環濠（居住域囲繞環濠）に対
し B 型環濠（貯蔵穴専用環濠）とも呼称され（吉留 1994）、乾燥を目的として掘削されたとする考





削）とするもの（豆谷 2003）や象徴的な施設とするなどがある［吉留 1994]。  
（２）三国丘陵弥生時代集落を対象とした集落論ほかには、（西谷 1971、橋口 1987、田崎 1988．89．
90．2009、小田 1990、柏原 1990、2002、片岡 1990．2003．2006ａ･ｂ．田中 1991、速水 1994、小








ものに、酒井・副島 1984、原口 1986、片岡 1988、都出 1989、武末 2002．2006、山崎純男 1990、禰



































































































多様な石材利用がうかがえる地域である（吉留 2002b）。  
周防灘沿岸から伊予灘沿岸は姫島原産地に近く，縄文時代後期に姫島産黒曜石が８～９
















第 81 図  北部九州沿岸域における剥片  
石器石材流通（吉留 2002ｂ改変）  
第 82 図  佐賀県域における剥片  



























































の剥片・砕片類の数量データを含む黒曜石 2,946 点，サヌカイト 2,413 点，重量にして黒















蛍光Ｘ線分析は角縁進氏が佐賀大学の波長分散型蛍光 X 線分析装置（ﾘｶﾞｸ  ZSX-
Primus II）を用い，元素分析を行なった（角縁 2014）。測定はサンプルスピン off，測定
資料はφ10mm の Y 型マスクでサンプルホルダーに固定し，X 線ビーム径を 10mm に絞
りなるべく資料の平坦面を選び真空中で行った。資料が 10mm 以下のものについてはφ
5mm の Y 型マスクを使用し，ビーム径を 1mm で測定した。管球は Rh 管球を用い，管
電圧—管電流は測定元素に応じて 50kV-60mA から 30kV-100mA の範囲で行った。  
 X 線強度から元素組成の計算にはファンダメンタルパラメーター法（FP 法）を用い




























































































第 83 図  縄文晩期の剥片石器石材の変化（点数）   
第 84 図


























（２）自然科学的分析結果   
黒曜石の SiO2%は 71.3〜77.1%で、主成分元素では番号 17 が CaO=1.36%と他に比べ
て特に高い値を有し、番号 7 も CaO=1.00%とその次に高い値である。逆に番号 18 は
CaO=0.46%と低い値を示す。これら３資料は微量元素組成でも異なった特徴を有し、番




また番号 17 は大分県姫島産黒曜石，番号 18 は佐賀県嬉野産（椎葉川）黒曜石である。
その他の黒曜石は１資料（番号 28）がやや Rb が高い傾向があるが，すべて佐賀県腰岳
産黒曜石であることが化学組成から同定できる。  
今回測定した安山岩の SiO2%は 65.7〜72.3%であり，デイサイトから流紋岩の間の幅
広い化学組成である。主成分元素組成では、番号 31 や 34 の CaO 含有量が高く，それぞ
れ CaO=4.49%, CaO=4.24%である。また番号 32 は MgO に乏しい（0.38%）。微量元素
組成では，番号 31 が Rb=63ppm と Rb の含有量が低く，Zr=9ppm と Zr 含有量が極端に
低い。Rb−Sr−Zr の含有量で百分率を取り，三角図にプロットすると（第 87 図），佐賀県
多久（鬼ノ鼻山）の領域にプロットされるのが番号 16, 19, 37, 45, 46 の５資料であり，
































第７表 蛍光Ｘ線分析資料  
 
長さ 幅 厚さ 重さ
1 三沢 旧表土 黒曜石 剥片（小） 2.40 3.80 0.80 6.10 中期初頭か 一部自然面
2 三沢 旧表土 黒曜石 剥片（小） 2.30 2.10 0.70 3.30 中期初頭か 一部自然面
3 三沢北中尾１ １号溝　２～３区間ベルト下層 安山岩（サヌカイト） 石核（剥片） 3.50 4.25 1.70 22.70 前期後半 一部自然面
4 三沢北中尾１ １号溝　C区　上層 安山岩（サヌカイト） 石核（剥片） 5.24 4.36 1.70 44.90 前期末～中期初頭 一部自然面　風化
5 三沢北中尾１ １号溝　D区　上層 黒曜石 石核（礫） 4.90 3.17 2.61 50.00 前期末中心 一部自然面
6 三沢北中尾１ １号溝　D区　上層 ハリ質安山岩 石核（剥片） 5.18 3.59 1.25 25.10 前期末中心
7 三沢北中尾１ １号溝　D区　上層 黒曜石 石核（礫） 3.89 2.82 1.25 13.30 前期末中心 一部自然面
8 三沢北中尾１ １号溝　D区　上層 黒曜石 石核（礫） 3.50 2.47 2.55 18.70 前期末中心 一部自然面
9 三沢北中尾１ １号溝　D区　上層 安山岩（サヌカイト） 石核（剥片） 5.06 3.94 2.84 50.00 前期末中心 一部自然面
10 三沢北中尾１ １号溝　F区　上層 黒曜石 石核（礫） 4.63 3.87 2.57 62.20 中期前半中心 一部自然面
11 三沢北中尾１ １号溝　F区　上層 安山岩（サヌカイト） 石核（素材剥片） 6.70 9.40 2.80 169.90 中期前半中心 風化
12 三沢北中尾１ １号溝　F区　下層 安山岩（サヌカイト） 石核（剥片） 5.37 4.11 2.88 61.70 前期後半 一部自然面
13 三沢北中尾２b １号溝　B区 黒曜石 石核（礫） 7.61 4.84 2.87 80.10 中期初頭～前半
14 三沢北中尾２b １号溝　B区 黒曜石 石核（礫） 5.82 4.77 4.12 67.40 中期初頭～前半
15 三沢北中尾２b 119号土坑 黒曜石 石核（礫） 7.56 4.79 3.15 108.30 前期末～中期初頭 一部自然面
16 三沢北中尾２b 203号土坑 安山岩（サヌカイト） 石核（素材剥片） 7.00 4.70 4.60 180.00 前期後半 一部自然面
17 三沢北中尾２b 323号土坑 黒曜石（姫島産） 打製石鏃凹基式 2.60 1.50 0.40 1.00 縄文
18 三沢北中尾４e 10号土坑 黒曜石 石核（礫） 6.80 3.80 4.60 81.70 前期中頃 一部自然面
19 三沢北中尾４e 63号土坑 ハリ質安山岩 石核（礫） 5.70 4.10 2.80 75.90 前期後半 一部自然面
20 三沢北中尾４e 131号土坑 安山岩（サヌカイト） 石核（剥片） 8.79 6.22 1.99 98.90 前期中頃 風化
21 三沢北中尾７ 20号貯蔵穴　下層 安山岩（サヌカイト） 石核（素材剥片） 9.82 4.35 2.28 125.20 前期中頃
22 三沢蓬ヶ浦３c 33号貯蔵穴 黒曜石 石核（礫） 4.11 2.70 2.50 25.90 中期初頭 一部自然面
23 三沢蓬ヶ浦３c 24号貯蔵穴 黒曜石 石核（礫） 4.32 3.10 2.43 39.00 前期末 一部自然面
24 三沢蓬ヶ浦３c 11号貯蔵穴 黒曜石 石核（礫） 4.08 2.18 1.88 19.40 前期末 一部自然面
25 一ノ口Ⅰ D83 安山岩（サヌカイト） 石核（素材剥片） 7.06 5.85 3.84 192.80 前期中頃 一部自然面
26 一ノ口Ⅰ D143覆土 黒曜石 原石（小礫） 5.83 3.59 1.90 50.30 中期初頭
27 一ノ口Ⅰ D143覆土 黒曜石 原石（小礫） 5.93 4.10 3.53 48.40 中期初頭
28 一ノ口Ⅰ D143覆土 黒曜石 石核（礫） 5.86 4.21 2.45 57.40 中期初頭
29 一ノ口Ⅰ D340 安山岩（サヌカイト） 石核（素材剥片） 8.32 5.57 2.81 97.20 前期末 一部自然面
30 一ノ口Ⅰ D340 黒曜石 石核（礫） 3.82 2.98 2.18 17.50 前期末 一部自然面
31 一ノ口Ⅰ D364 安山岩（サヌカイト） 石核（素材剥片） 9.37 5.84 4.37 221.30 前期後半 一部自然面
32 一ノ口Ⅰ D433 安山岩（サヌカイト） 石核（礫） 5.74 4.06 3.27 69.80 ～中期初頭 一部自然面
33 力武内畑７ １号住居　上層 安山岩（サヌカイト） 石核（礫） 4.96 4.59 2.76 50.90 前期前半 一部自然面
34 力武内畑７ １号住居　南半下層 安山岩（サヌカイト） 石核（剥片） 6.43 3.39 1.71 34.70 前期前半 一部自然面
35 力武内畑７ １号住居内　104号土坑 安山岩（サヌカイト） 石核（剥片） 6.73 4.45 2.78 102.30 前期前半 一部自然面　風化
36 力武内畑７ １号住居内　104号土坑 安山岩（サヌカイト） 石核（剥片） 4.30 4.20 1.89 43.10 前期前半 一部自然面
37 大保横枕２A-1 １号住居　上層ｾｸｼｮﾝﾍﾞﾙﾄ内 安山岩（サヌカイト） 石核（礫状） 5.06 4.22 4.35 103.10 前期中頃 一部自然面
38 大保横枕２A-1 １号住居　下層南東部 安山岩（サヌカイト） 石核（素材剥片） 7.37 6.73 2.36 119.40 前期中頃 一部自然面
39 大保横枕２A-3 ３号溝　C区中層 安山岩（サヌカイト） 石核（礫） 4.20 5.20 3.16 63.10 前期後半 一部自然面
40 大保横枕２A-3 ３号溝　C区中層 安山岩（サヌカイト） 石核（礫） 3.90 4.30 3.50 54.90 前期後半 一部自然面
41 大保横枕２A-3 ３号溝　D-Eベルト上層 安山岩（サヌカイト） 石核（剥片） 5.70 5.50 2.60 70.30 前期中頃 一部自然面
42 大保横枕２A-3 ３号溝　E-Fベルト上層 チャート 石核（剥片） 6.50 6.70 2.18 85.80 前期後半
43 大保横枕２A-4 ３号溝　A区最下層 安山岩（サヌカイト） 石核（剥片） 4.40 4.90 3.31 86.60 前期中頃
44 大保横枕２A-4 １号住居　貼床内 安山岩（サヌカイト） 石核（素材剥片） 10.50 8.20 3.07 170.00 前期末
45 大保横枕２A-4 ２号住居 安山岩（サヌカイト） 石核（素材剥片） 10.13 8.36 2.45 228.90 前期前半
46 大保横枕２B １号住居　上層 安山岩（サヌカイト） 石核（礫） 5.80 4.40 3.90 90.50 前期前半 一部自然面
47 小板井屋敷５B １号祭祀土坑 黒曜石 石核（礫） 7.86 4.40 3.38 137.10 中期前半
















































































































































































イト 1076．1ｇに上る。石材量の変動グラフについては、傾向を示すために細分せずに示した。  
 























































































 次に集落変遷を中心とした伐採石斧（太形蛤刃石斧）の動向を示す（第 96 図）。 
＜板付Ⅰ併行～Ⅱa 古段階＞ 
















































第 94 図 三国丘陵における太形蛤刃石斧（今山系石斧（玄武岩製）とその他石材石斧）の割合  







第 96 図① 集落変遷と伐採石斧の出土数（今山系：その他石材）  









第 96 図② 集落変遷と伐採石斧の出土数（今山系：その他石材）  































a 式新段階で急激に増加しており、ここで丘陵の開発が本格的に始まった（第 94 図）。そ
の後、増加を続け須玖Ⅰ式段階で急激に減少する。今山系以外の石材は時期を通じて一定










資源に近く、大径木の獲得などを質の高い石斧で進めていたことも想像できる（第 97 図）。 
三国丘陵の弥生時代遺跡群は、単体というよりも全体で一つの単位で、小地域社会を形

































































くなったもの と定義された。  
その後、後藤 1987 による分類では、総称として『（後期）無文土器系土器』を用い、 
これを細分する。「擬」を使用せずに再定義された。①②が該当。 





































































































土折衷土器の分析例もあり 第 99 図 土器からいえること（李 2009）  
第 98 図 水石里遺跡・勒島遺跡出土土器















































無文土器  →  擬無文土器〈１段階〉（弥生土器の影響を受けた無文土器）  
→「擬無文土器〈２段階〉（弥生土器化が進行）」→「弥生土器（忠実再現品）」  
日本における「弥生土器」系統の変化 




弥生土器  →  擬弥生土器〈１段階〉（無文土器の影響を受けた弥生土器）〈擬弥生土器 a 類〉  
→「擬弥生土器〈２段階〉（無文土器化が進行）」→「無文土器（忠実再現品）」  
韓国における「無文土器」系統の変化  





日本における「無文土器」系統の変化       日本における「弥生土器」系統の変化  
無文土器                              弥生土器  
   ↓                                      ↓ 
「変容無文土器〈１段階〉」             「変容弥生土器〈１段階〉」  
（弥生土器の影響を受けた無文土器）      （一部無文土器の要素を持つ弥生土器）  







韓国における「弥生土器」系統の変化     韓国における「無文土器」系統の変化  
弥生土器                           無文土器  
 ↓                                ↓ 
「変容弥生土器〈１段階〉」                「変容無文土器〈１段階〉」  
（無文土器の影響を受けた弥生土器）         （一部弥生土器の要素を持つ無文土器）  






































ている。韓国における「変容無文土器」の例も比較材料として示す（第 98 図５・６）。 
（１）日本における変容弥生土器例（＊これまでの日本における「擬弥生土器」） 
























































・泗川芳芝里遺跡（慶南発展研究院 2005、慶尚大学校 2007） 
2019 年３月に武末純一・古澤義久と慶尚大学校博物館で実見した（慶尚大学校 2007

































（慶尚大学校 2007）（ｓ＝１ /４）  
右：報告書 左：山崎実測分 
B 
































































交流など双方向の理解が進みつつある（白井 2001、武末 2008・2013、李 2009、川上 2012、



































































































































 ①成形（粘土紐積上げ・指オサエナデ・タタキ等）  
②胴部調整第１段階（粗い（ハケ）調整）   
 ③口縁部作出（貼付）｟胴部沈線（最終）・突帯貼付｠    ＊ここまでで終わる場合有    
④口縁部（ハケ工具押圧・）ヨコナデによる貼付強化・   




















島 1985) 。調整→口縁部貼付は無文土器と弥生土器に共通する。  
３．環有明海地域における粘土帯土器とその分布 
 次に各型式土器の分布傾向をみてみたい。円形粘土帯土器（擬円形粘土帯土器）につい
ては、片岡 1999 の集成をもとに最近の事例を加えた。（註１）  
<円形粘土帯土器>（第 103 図） 
筑後川流域では、筑紫野市から小郡市にかけての低丘陵部に密に弥生前期から中期に
かけて隆盛する集落が多く分布するが、その三国丘陵の遺跡群（三国の鼻遺跡  横隈北田



































（第 103・104 図） 
筑後川流域では、三国丘陵の
遺跡群（三沢蓬ヶ浦遺跡 三沢














第 103 図 環有明海における円形粘土帯土器の分布  
（75 ㎞グリッド） 




































































第 108 図 下西里遺跡５号竪穴出土遺物  
（武末・山崎 2015）  
第 106 図 韓半島南部の弥生系土器出土分布（李 2011） 
第 107 図 下西里遺跡５号竪穴出土弥生系土器  














































































































第 110 図 島原半島周辺の弥生～古墳時代初頭の遺跡分布  






































































第 10 表 金海会峴里貝塚の既往の調査（武末 2013） 
第 112 図 金海会峴里貝塚第８次調査（金海博 2014） 
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２．金海会峴里貝塚の既往の発掘調査 （榧本 1957・金海博 2014）  
 1934～1935 年の第８次調査では、支石墓、箱式石棺墓等とともに３基の甕棺墓が調査




の折半と底部が残存している。復原高は、外甕が 80 ㎝、内甕が 64 ㎝であるから、墓壙の




われるが、原形はわからない（金海博 2014）。  
２号甕棺（335～337）は支石墓の東側で発見された。底部と胴部の一部のみ残るものと、
新羅土器とともに出土したものの中に、口縁と底部の一部があり、合口式甕棺とみた。こ
うした場合、支石墓との関係からみて２次的なものと推定した（金海博 2014）。  
３号甕棺は、東側の外甕（339／Ⅲ -２）口縁部１／２程度が欠失しているが原形を維持




枚の板石があったというが、甕棺との関係はわからないという（国立金海博物館 2014）。  
＊内甕・外甕の名称は榧本報告を踏襲  
























































１号甕棺外甕（第 114 図２（334））口縁～胴部：残存器高 34.2 ㎝、口径 67.8 ㎝  
底部：残存器高 9.1 ㎝、推定直径 14 ㎝（写真４）  
軟質の大甕で口縁の一部および胴体上部、底部の一部のみが残存する。胎土は細砂粒を
多量に混入した粘土である。色調は 7.5YR6／6 橙色だが、一部黒色が包含される。口唇上
第 113 図 金海会峴里貝塚甕棺実測図の違い（ｓ＝１/15）  








































無文土器的な特徴を持っている。336 と 337 が同一個体となる可能性がある。  
 ２号甕棺口縁部（第 114 図４）（337）） 残存器高 15.7 ㎝、口径 39.7 ㎝ （写真５）  
 口縁部は内側と外側にそれぞれ粘土を貼り足して、刻目文を施文した。外面は縦方向の





































３号甕棺（第 114 図６（339））器高 60 ㎝、口径 49.6 ㎝、底径 10.6 ㎝ （写真６）  
 軟質の大甕で胴体の一部と口縁 1／3 程度が欠失する。胎土は細砂粒が多量に混入され



















本のものはおよそ 80 ㎝から 90 ㎝程度が中心でそれに比べて小形のものもみられる）。１




































































































第 11４図 金海会峴里貝塚甕棺実測図（ｓ＝１/8）（山崎・武末実測）  
１  ２  
３  ４  
５  ６  
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に分かれる。さらに 3 期古段階は、多鈕粗文鏡が残る 3 期古段階前半と、多鈕細文鏡だけ
で鉄器が伴う 3 期古段階後半に細分できる (武末純一 2004)。３期古段階前半は鋳造鉄器出
現以前の資料群である。日本列島で出現した鋳造鉄器は、近年の見直しにより、前期末～
中期前半に属する鋳造鉄斧の破片や再加工品であり、戦国時代後期の燕から韓半島西北部
一帯の鉄器の系統と考えられるようになった（野島 2008）。  
１～３期が無文土器時代（註２）（３期古段階後半が無文土器時代後期の水石里式の最末期）
で、４・５期は原三国時代に相当する。1 期の代表的な遺跡は扶余松菊里 1 号石棺墓 (国立
中央博物館 1979)など、2 期は大田槐亭洞墓（韓国考古学会 1969）・礼山東西里墓 (池健吉 
1974)など、3 期古段階前半は扶余九鳳里墓・和順大谷里墓など、3 期古段階後半は長水南
陽里墓群 (全羅北道長水郡・全北大学校博物館 2000)・完州葛洞 3 号墓 (湖南文化財研究院
2005)など、3 期新段階は慶州入室里墓 (梅原末治・藤田亮策・小泉顕夫 1923)・慶州九政里
墓 (金元龍 1952・金載元 1964)・益山平章里墓 (全榮來 1987)などが相当する。  
本稿では各期を代表する遺跡名によって、槐亭洞段階 (2 期 )、九鳳里段階 (3 期古段階前
半 )、南陽里段階 (3 期古段階後半 )、入室里段階 (3 期新段階 )と呼ぶ。無文土器との関係は、










以上を整理すれば次の通りである。   
  槐亭洞段階：青銅器 2 期            水石里式古段階  
  九鳳里段階：青銅器 3 期古段階前半       水石里式中段階  
  南陽里段階：青銅器 3 期古段階後半(鉄器が共伴)  水石里式新段階  















た［呉 2003、武末 2011］。 























回角度が大きいもの ｃ類：細身だが腰部のくびれが大きく、袋部側にも少し広がるもの  
ｄ類：くびれが大きく、刃部・袋部双方に大きく広がるもの、刃部の旋回幅が非常に大き
いもの とし、ａ類からｄ類への変遷とそれぞれの細分案を提示した（第 116 図）。 
近年、年代論との関係で遼寧式銅剣と伴出する銅斧の検討が進んでおり、特に、松菊里
遺跡出土の銅斧鋳型の位置付けが重要となる［呉 2003、武末 2006、2011、小林・宮本・石










































銅斧片が出土した 127 号貯蔵穴は丘陵頂部平坦面から南側斜面の変換点付近に位置する。 
第 117 図 韓半島出土銅斧類例［後藤 1996・藤島 2008］ 
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126 号土坑（城ノ越式）に北西側を切られている（第 118 図）。検出面の上端は長軸 2.16























く 遺 し て い な い
（第 119 図・写真










た錆は土と一体化しており、可能な範囲でしか除去出来なかったため、X 線 CT 撮影で詳細
に観察した。肉眼での観察では判断が難しい部分もあったが、X 線 CT 画像と併せて考える









袋部の破片と考える（後藤 1996）。  
（２）佐賀市本村籠遺跡出土銅斧片（田中・松本 1992） 






の打ち欠き部分をそれぞれ内側に覆い込む状態である。上甕は器高 83.9 ㎝、口径 58.7 ㎝、
底径 11.1 ㎝、胴部最大径 61.5 ㎝である。口縁部は内側に厚手の粘土帯を張り付けて肥厚
させ、口縁端部の上下に刻目をめぐらす。口縁部下と胴部最大径に４条の沈線を巡らし、
その区画内を４分割する縦方向４条の沈線を持つ。中甕は器高 46.2 ㎝、口径 56.6 ㎝、胴
部最大径 62.0 ㎝である。口縁部と胴部下半は打ち欠きのため不明である。沈線による区画
は口縁下部と胴部最大径に３条の沈線を巡らし、その区画内を４分割する４～５条の沈線  
を持つ。下甕は残存高 46.2 ㎝、口径 56.6 ㎝、胴部最大径 62.0 ㎝である。口縁部は内側  








残存幅 4.3 ㎝、厚さ３～5.2 ㎜である。   
刃部は片面で、刃面が部分的に残存する。刃部端面が比較的強い角度を持ち屈曲し、斜
第 120 図 本村籠遺跡２号甕棺・出土銅斧実測図  








刃部幅が 4.3 ㎝程度であり、韓半島でみられる有肩銅斧に通有のサイズである。  










刃部幅 6.1 ㎝、最大幅 6.6 ㎝、袋基部幅 6.2 ㎝、袋基部厚さ 1.65 ㎝、袋部内法幅 5.9 ㎝、



























（１）九鳳里遺跡出土銅斧（李 1987）  
韓国忠清南道扶余郡九龍面九鳳里遺跡は 1985 年 3 月 30 日に発見され、李康承氏がその
全容を紹介している (李康承 1987)。  






の聞き取りで、封土はなく、地表の腐植土から 50cm 下の風化岩盤に深さ 50 cm、南北 180 
cm 程度、東西 100 cm 程度の土壙を掘って、その中に風化した花崗岩で石積みした 1 基の
石棺から遺物が出土したことがわかった。墓を掘り始めた作業時間と調査班が到着した時
間を考慮しても、発見遺物がよそに散失する余裕はなく、一括遺物のほぼ全体を収拾でき
たと考えられる (2)。  
出土した遺物は、細形銅剣 11、細形銅戈 2、細形銅矛 1、銅斧 2、多鈕粗文鏡 1、多鈕細
文鏡 1、銅鑿 1、銅鉇 1、磨製石斧 1、砥石 1、無文土器壺 2 で、合計 24 点である。  
銅斧は長方形斧Ｂ類と円刃斧の２点が出土した。今回、三沢北中尾遺跡出土銅斧片に近
い形態の長方形斧を、実見出来た。  
銅斧は長さ 12.1 ㎝、刃部幅 6.2 ㎝、袋部深さ 7.6 ㎝、環耳は 1.9×0.6×0.7 ㎝である






































（２）慶州博物館蔵 菊隠蒐集銅斧（国立慶州博物館 1987） 
慶州博物館に所蔵されている菊隠李養璿博士が収集した資料で、出土地は伝全羅南道和
順とされる（第 123 図 写真９）。 
銅斧は長さ 9.7 ㎝、刃部幅 7.1 ㎝、基部幅 5.7 ㎝、厚さ 2.7 ㎝、袋部内法幅 4.5 ㎝、袋
部内法厚さ 1.8 ㎝、 

















（３）霊岩出土鋳型（林 1987・後藤 1986・崇実大学校 2011） 
崇実大学校博物館に所蔵されている霊岩出土の鋳型を、銅斧製作の観点、鋳造技術から
第 123 図 慶州博物館蔵菊隠蒐集長方形銅斧実測図
（慶州博 1987 をもとに補足修正）  
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の検討、およびサイズや形態比較のために実見した（第 124 図 写真 10～13）。 
霊岩出土の 14 枚の鋳型は 1960 年に金良善崇田大学校教授が骨董商蒋某から全羅南道霊
岩郡鶴山面犢川里出土と伝えられて購入したものである（林 1987）。一方では、崔夢龍が
「今から約 10 年前に、霊岩郡郡西面東鳩林里と推定されるところで、山崩れにより石製溶
笵が一括出土した」とし（崔夢龍 1976）、出土地は２説ある。霊岩出土鋳型は 14 枚がまと
まって出土し、完形品が 13 枚、対になる鋳型が 12 枚も含まれており、一括出土品と考え
られる。ここまでまとまった鋳型の出土は他になく、韓国国宝第 141 号に指定されている。 



















される（後藤 1996）。  
長方形斧の鋳型（７号・８号）（第 124 図３・４）は７号鋳型が長さ 15.5 ㎝、幅 8.4～
9.15 ㎝、厚さ 3.4～3.7 ㎝の長方形状で、彫られた斧の長さ 12.9 ㎝、突帯部最大幅 5.5 ㎝、
刃幅 6.9 ㎝で袋部に４条突帯がみられる。重さは 1226ｇである。８号鋳型よりも分厚い。
斧の左には棒状製品、右には釣針の掘り込みがある。鋳型面以外には鑿状の痕跡が多く残
る。鋳型溝は上溝が長さ 2.2 ㎝、幅 3.8 ㎝、深さ 1.0 ㎝、下溝が幅 1.0 ㎝、深さはわずか
で 0.1 ㎝程度である。溝部分に窪みはない。湯口周りと溝部分、斧部分は黒味がある。  
８号鋳型は長 15.75 ㎝、幅 8.5～9.2 ㎝、厚さ 2.5～3.2 ㎝の断面は平たい長方形で、彫
られた斧の長さ 12.6 ㎝、袋部厚さ 5.4 ㎝、刃幅 6.9 ㎝で、袋部に４条の突帯がみられる。
重さは 980ｇである。鋳型面以外には鑿状の痕跡が多く残る。突帯下から緩やかに長くの
びて、刃部付近で撥状に広がる。突帯の縦幅は１㎝でその中に４条の突帯があり、細い突
帯である。鋳型溝は上溝が長さ 2.6 ㎝、幅 3.8 ㎝、深さ 0.8 ㎝、下溝が幅 1.0～1.2 ㎝、深








































有肩円刃斧の鋳型（13 号・14 号）（第 124 図１・２）は 13 号鋳型が長さ 16.9 ㎝、幅 10.5
～10.8 ㎝、厚さ 3.6～3.8 ㎝の長方形状で、彫られた斧の長さ 13.5 ㎝、突帯部最大幅 6.8
㎝、刃幅 8.0 ㎝で袋部に３条突帯がみられる。重さは 1525ｇである。突帯幅は太く、突帯
下で短くくびれて長円形の円刃となっている。帯下には耳がつく。反対の面には有肩斧と
第 124 図 霊岩出土鋳型（林 1987、李 1991） 
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鑿を彫る。鋳型面以外には鑿状の痕跡が多く残る。鋳型溝は上溝が 3.3 ㎝、幅 5.5 ㎝、深
さ 1.2 ㎝、下溝が幅 1.9 ㎝、深さはわずかで 0.2 ㎝程度である。上溝の両側中央には小円
形の窪みがある。湯口周りと溝部分、斧部分には黒味がある。  
14 号鋳型は長さ 17.0 ㎝、幅 10.5～11.0 ㎝、厚さ 3.8～3.9 ㎝の断面長方形で、掘られ
た斧の長さ 13.6 ㎝、基部幅 6.8 ㎝、刃幅 8.6 ㎝で、袋部に３条の突帯がみられる。重さは
1637ｇである。突帯下には耳がつく。反対の面には同じく有肩斧と鑿が彫られている。鋳
型面以外には鑿状の痕跡が多く残る。鋳型溝は上溝が 3.3 ㎝、幅 5.5 ㎝、深さ 1.2 ㎝、下








（４）釜山市博物館所蔵銅斧２例   
釜山市博物館所蔵の有肩銅斧と長方形銅斧Ａ類を実見した（第 125 図 写真 14）。博物
館収集品で出土地は不明である。  
長方形銅斧は長さ 10.7 ㎝、刃部幅 4.7 ㎝、基部幅 4.4 ㎝、袋部内法幅 3.1 ㎝、袋部内法





























幅 4.45 ㎝、刃部幅推定 3.9 ㎝程度、基部幅 3.2 ㎝、袋部内法幅 2.35 ㎝、袋部内法推定厚




































































































































（３）佐賀市本村籠遺跡出土銅斧は平成 25 年２月 28 日に山崎が実見し、佐賀県立博物館  蒲原宏
行氏、佐賀県教育委員会細川金也氏にお世話になった。福岡県糸島市石崎曲り田遺跡出土銅鋤鍬先







（５）扶余九鳳里遺跡出土一括資料は、平成 24 年 12 月３日に山崎・武末が実見した。国立扶余博
物館の朴方龍 韓鳳奎 具門慶の各氏、大田大学校李漢祥氏のお世話になった。  
慶州博物館蔵菊隠蒐集銅斧は平成 25 年４月 29 日に山崎・武末が実見した。慶州博物館の李榮勳、
張龍俊、李姃恩の各氏のお世話になった。  
釜山市博物館蔵銅斧２例（出土地不明）は平成 26 年３月 10 日に山崎・武末が実見した。釜山市
博物館 洪潽植 朴程郁の両氏のお世話になった。  


































































































































































































































































































































































試みが進められた（石橋 1997・1998，柏原 1997，田崎 2000・2002・2004，長友 2013）。  
田﨑博之は土器焼成関連資料（焼成失敗品）から土器生産の場を復元し，土器の生産単


































Ca，Fe，Rb，Sr 値を測定した（第 127 図）。弥生土器・無文土器の胎土組成は近く，大部
分のものは同じ地域の粘土を素材にした可能性が高い。一部の無文土器（ 1・6・14）・弥生













































































































は 69 号住居，71 号住居，31 号住居，31 号貯蔵穴，41 号貯蔵穴から計８点の円形粘土帯
土器甕口縁部が出土した。  
Ⅱｂ式～Ⅱｃ式段階の三国の鼻遺跡 28 号竪穴で円形粘土帯土器壺，41 号竪穴では円形
粘土帯土器甕底部の出土がある。  
板付Ⅱｃ式段階では，横隈鍋倉遺跡の 26 号住居，48 号住居，58 号住居，64 号住居，
66 号住居，から出土した円形粘土帯土器甕７点，三国の鼻遺跡 18 号竪穴円形粘土帯土器
高坏・鉢，６号竪穴で円形粘土帯土器高坏の出土がある。  
これらの横隈北田遺跡・三国の鼻遺跡・横隈鍋倉遺跡はいずれも隣接する遺跡群で，宝


































古土取遺跡や力武内畑遺跡で確認されている（第 135 図 1）。三沢北中尾遺跡の例は在地変
容を遂げた松菊里型土器である。円形粘土帯土器段階になると，宝満川に面した丘陵上の
遺跡群，横隈鍋倉遺跡，横隈北田遺跡，三国の鼻遺跡に集中して出土する傾向がある。破




































穴が多く確認できる。この段階では，丘陵頂部の 31 号住居，71 号方形住居で無文土器と


































































器が土坑２基から出土した。P28 は南西緩い斜面にあり，B 集団の範囲にあるが，P41 は
北東部に離れて存在している。この段階では，弥生土器の割合が圧倒的に多く，無文土器  


























がみられる（田﨑 2004）註４）。  
＜土器焼成遺構＞（第 131 図） 
弥生時代の覆い型野焼きでは稲わらや灰，泥を
被覆材に利用した焼成が行われた（小林・北野ほ
か 2000）。  
三国丘陵では西島遺跡で須玖Ⅰ式の土器焼成遺
構が良好な状態で確認されている（図８）。同時期
の住居 群に 囲ま れた 地点で 検出 され た（ 宮田
1996）。他にも三沢栗原遺跡Ⅴ（城ノ越式（新））





















越式の津古内畑遺跡で出土例があるほか大板井遺跡でも確認された（板付Ⅱb 式）。  


















取遺跡（板付Ⅱa~Ⅱb 式期）一ノ口遺跡（板付Ⅱa～須玖Ⅰ式期），三沢北中尾遺跡（板付  
Ⅱa～須玖Ⅰ式期）などで確認できる。  
＜スサ入り焼粘土塊〉（第 132 図、第 12 表）  
すべてが土器生産に関係するものとは言えない。  
三沢北中尾遺跡，三沢蓬ヶ浦遺跡，一ノ口遺跡，津古土取遺跡，津古内畑遺跡では出土す










































第 132 図 西島遺跡土器焼成遺構出土焼粘土塊（１／８）［宮田 1997］  














板付Ⅱa式 － － ○ － ○ －
板付Ⅱｂ式 － △ ○ － ○ －
板付Ⅱｃ式 － △ ○ － ○ －
城ノ越式 － ○ ○ ○ ○ －
板付Ⅱa式 － － ○ ○ ○ ○
板付Ⅱｂ式 － － ○ ○ ○ －
三沢京江ヶ浦 城ノ越式 ※ － ○ － － －
三国の鼻 板付Ⅱｃ式 － － ○ △ － －
板付Ⅱｂ式 － － △ － － －
板付Ⅱｃ式 － － △ △ － －
板付Ⅱｂ式 － － ○ － － －
板付Ⅱｃ式 － － △ － △ －
横隈井ノ浦 城ノ越式 － － △ － ○ －
力武内畑 板付Ⅰ式併行 － － ○ － ○ －
板付Ⅱa式 － － ○ ○ ○ －
板付Ⅱｂ式 － － ○ ○ ○ ○
板付Ⅱｃ式 － － ○ ○ ○ －
城ノ越式 － － ○ ○ ○ －
須玖Ⅰ式 － － ○ ○ ○ －
板付Ⅱｂ式 － － ○ － ○ －
板付Ⅱｃ式 － － ○ － ○ －
城ノ越式 － － ○ － ○ －
板付Ⅱa式 － － ○ ○ ○ －
板付Ⅱｂ式 － － ○ ○ ○ －
板付Ⅱｃ式 － － ○ ○ ○ －
城ノ越式 － － ○ ○ ○ ○
須玖Ⅰ式 － － ○ ○ ○ －
北松尾口Ⅱ 板付Ⅱｂ～須玖Ⅰ式 ※ － △ － － －
三沢栗原 板付Ⅱｃ～城ノ越式 ○ － － － 〇 －












第 12 表 三国丘陵の土器生産関連遺構と遺物出土遺跡  
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崎 2008）を構成する集落ブロックが数箇所確認でき，本稿の「集落群」に相当する。  
三国丘陵での土器生産を整理すると，田崎らが示した遺跡以外にも土器焼成残滓が確認
できる遺跡があるので，その動態から，少なくとも「集落群」単位での土器生産は首肯で
きるだろう（第 135 図）。一ノ口遺跡のある仮称 W ブロック，三沢北中尾遺跡・蓬ケ浦遺







































































 図 12－1 三国丘陵の集落変遷と土器生産と無文土器［山崎 2018ｂを一部改変］ 
数字は出土点数 (破片含む ) 
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するという（庄田 2009）（第 13 表）。  
高城松山 見里遺跡ではカマドと考えられる粘土構築物が東西 276 ㎝×南北（115）㎝、深
さ 21 ㎝を測る隅丸方形の住居かと考えられる竪穴の北東壁付近に認められた（第 137 図）。
長軸 65 ㎝×短軸 30 ㎝、高さ 12 ㎝程が残存しており、内部には木炭が一部確認されると
いう（江原文化財研究院 2007）。 
第 136 図  円形粘土帯土器文化期の集落構造（李昌熙 2009） 






























の集落立地との共通性で理解した（松尾 2010）（第 139 図）。  
韓半島と類似する集落構造や住居形態が諸岡遺跡や三国丘陵の鍋倉遺跡、北松尾口遺跡
等で認められ、渡来人の居住、集団の接触について遺構面からも具体的に言及できるよう
になりつつある（李昌熙 2009、埋文研究会 2010）。  
２．粘土帯土器文化期における住居と集落構造について  
 朝鮮半島の円形粘土帯土器文化期では、①丘陵頂部を囲むように住居を配置する  
②住居の形態が定型化せずに多様。柱穴や壁溝がなく炉の位置も規則性がない  
③存続期間が短く定住性が低い特徴がみられる（李昌熙 2009・庄田 2009）  
住居構造では、庄田が整理しているように住居跡の長軸上に炉があるもの（A 類）、壁寄り
にあるもの（B 類）に分類して、Ａ類から B 類へ変遷することを示した。また、在来の松  
第 137 図 高城松山見里遺跡 B－1 号住居 
（江原文化財研究所 2007） 
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第 138 図  金海亀山洞遺跡 の遺構配置図  
（慶南考古学研究所 2010）（李亭源氏作成）  
第 139 図  諸岡遺跡遺構配 置図（松尾 2010） 












跡Ⅰ地点に挟まれた 300ｍ程の舌状に延びる標高 30～47ｍの丘陵上に立地する。  
弥生時代前期後半から中期の住居跡 117 軒、土坑 125 基（うち貯蔵穴 66 基）、溝４条、
土壙墓４基等が検出された。住居形態には、円形、長方形、小判形もあるが、丘陵斜面段
状型の住居が多く築かれていることが特徴である（第 145 図）。  
それらのうち、12 軒で壁際に焼土が確認されている。いずれも方形・長方形系の住居跡





れた痕跡と判断した（速水 1990）。  
検出された形態は様々で炭化物・焼土が壁際に沿って長く、塊状に検出された例が 12・
47・91・103・105・115 号住居で、小規模であるが塊状に検出された例が８・27・50・90
号住居の４軒である（第 14 表・第 141 図）。28 号住居は特異な例で、大量の焼土とともに
内部が強い被熱を受けたドーム状の小土坑が２基ならんで検出された（第 142 図）。いず
れも住居で通常みられる「炉」は検出されていない。さらに、壁際の焼土、炉は掘り込み








部が 140 ㎝の範囲で焼けている状況が確認された。丘陵斜面上立地で長軸 513×短軸




確認される住居との相関性は弱く、47 号住居のみが壁際に焼土がみられる。  
227 
・一ノ口遺跡Ⅰ地点（小郡市） 
 一ノ口遺跡Ⅰ地点は北松尾口遺跡の北側の丘陵に位置する。南北 450ｍ、東西 190ｍ、
標高 32～49ｍを測る独立丘陵に立地し、東側から３か所に小さな谷が入り込み、その結果
４か所の突出部分を持つ。弥生時代前期後半から中期前半に至る集落が主体で、住居跡 119
軒のほかに掘立柱建物４棟、貯蔵穴 279 基、道状遺構７条、柵列状ピット群などが検出さ  



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































れた（第 145 図）。壁際で焼土が確認された 49 号住居は円形住居と考えられるが柱穴は定
かでない。前期末段階の住居で、壁際に偏って楕円形の炉（焼土・炭化物の分布）とそれ
と近接して壁際で広がる焼土塊が確認された（第 141 図）。  
一ノ口遺跡では前期末の鉄鉱石製把頭飾をはじめ、中期初頭から前半の初期鉄器が比較
的確認されており、城ノ越式期の 26 号住居からは小形の鉄斧が出土している。壁際焼土  






























で検出された住居跡 89 軒のうち、85 軒が粘土帯土器文化期の住居である。丘陵斜面に段
造成をもつ、長方形住居から方形住居への変遷がうかがえ、亀山洞遺跡の住居はそれらに
燃焼部（カマド）と槽網（小溝群）を持つことが特徴である。  
日本例と比較するために、残りの良い 658 号住居と 737 号住居を確認する（第 144 図）。








れており、変遷がたどれる（崔 2010）。  
737 号住居は 7.8×3.7ｍ程の長方形住居で、複数の小土坑が住居の壁に接してみられる。

































































第 146 図 三国丘陵の住居変遷（山崎ほか 2008 に壁際炉・焼土を加筆）  
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[無文土器系土器の時期と量、画期 ]  
共伴土器で時期が推定できるものは、福岡県横隈北田遺跡で板付Ⅱ a 式新段階～板付Ⅱ
b 式が 13 点、板付Ⅱc 式が７点、横隈鍋倉遺跡で板付Ⅱb 式が８点、板付Ⅱc 式が７点（＋
南斜面土坑等９点）、三国の鼻遺跡で、板付Ⅱｂ式では甕が大半を占めて、板付Ⅱｃ式が 17































第 147 図 環有明海を中心とした無文土器系土器（円形粘土帯土器）出土遺跡  
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[集落における渡来人と在来人の関係]（P212 第 129 図・P213 第 130 図） 
三国丘陵における渡来人と在来人の関係は、第５章第１節で詳しく述べた通りである。 


















く周辺の遺跡で散見される（ｐ204 第 126 図）。 




















・弥生土器      ・無文土器   
・変容弥生土器    ・変容無文土器（第１段階） 
          ・変容無文土器（第２段階） 
第 148 図 三国丘陵で確認できる土器  









































頭で解体を迎える（古澤 2016）。  































[無文土器系土器の時期と量、画期 ]  
 不篠地区 SX02 では、板付Ⅱｂ式～城ノ越式甕・壺と円形粘土帯土器甕２点が共伴した。 




係（白井 2001）が原の辻遺跡でも確認できる（古澤 2010）。報告分では、粘土帯土器 185
点、擬粘土帯土器 69 点で、弥生土器の割合が圧倒的に高い。器種は、甕、把手付長胴壺、
長胴壺、高坏、蓋、黒色磨研長頸壺、小壺、小型土器などが確認されている。  
第 151 図 原の辻遺跡の大陸系・半島系土器
出土分布  
（古澤 2010） 
第 152 図 原の辻遺跡出土無文土器系土器
（106％）  
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土器の変容品の出土は他の遺跡ではあまりなく、原の辻遺跡の特徴である（第 152・154 図）。 
原の辻遺跡の擬粘土帯土器の中には韓半島南部の福泉洞莱城や大成洞焼成遺蹟で「弥生
系土器」として報告された資料と類似し、一つの共通した土器製作技術に基づく土器様相





無文土器    弥生土器  
変容無文土器  変容弥生土器  
【日本】  
弥生土器    無文土器  
変容弥生土器  変容無文土器（第１段階） 
         変容無文土器（第２段階）  
【原の辻遺跡の無文土器系土器】  
（円形・三角形粘土帯土器段階）  
・弥生土器      ・無文土器  （多い）  
・変容弥生土器    ・変容無文土器（第１段階） 
          ・変容無文土器（第２段階） 
第 153 図 原の辻遺跡で確認できる土器  
第 154 図 原の辻遺跡・韓半島南部（興洞）出土変容無文土器  
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進んだ無文土器」と「変容した弥生土器」が含まれる。例えば、第 154 図上段左の 1 と３
は弥生土器のつくりや器形で、部分的に無文土器の要素が取り込まれた「変容弥生土器」



























土器と弥生土器は器種間の補完関係にあるという（第 155 図）（森本 2018）。甕は無文土器 
が多く、壺は弥生土器が多い傾向がある。無文土器は法量分化しており中型は器高さ 20 ㎝




















指摘した（松尾 2010）。  

































分布している（第 147 図）。円形粘土帯土器に比べて三角形粘土帯土器は少ない。 
【諸岡遺跡の無文土器系土器】  
・弥生土器      ・無文土器  （多い）  
・変容弥生土器   ・変容無文土器（第１段階） 
         ・変容無文土器（第２段階） 
第 156 図 諸岡遺跡で確認できる土器  

















地点：無文土器系土器 17 点、B 地点：30 点、c 地点：８点で、いずれの地点も弥生土器が
圧倒的多数ではある。  
[集落における渡来人と在来人の関係]（第 158・159 図） 
八ノ坪遺跡の集落変遷は、A 地点が母ムラと考えられ、最も古い土器が出土している（林




A 地点の西側には前期後半で埋没する環濠があり、環濠の埋没期に、 B・C の微高地が形
成され、C 地点は前期末以降の集落で中期前半までで廃絶する。 D・E 地点は中期前半以降
の集落である。集落変遷は、A から分かれて、B・C が成立。その後、D・E へ変遷する。中
期前半では D 地点へ中心が移り、中期中頃にはなくなる集落である。交流は A・B・C 地点











































第 161 図 八ノ坪遺跡出土の変容無文土器（林田 2006） 
【八ノ坪遺跡の無文土器系土器】  
・弥生土器      ・無文土器   
・変容弥生土器   ・変容無文土器（第１段階） 
          ・変容無文土器（第２段階） 










































第 162 図 土生遺跡と久蘇遺跡の範囲  
【土生遺跡の無文土器系土器】  
・弥生土器     ・無文土器  
・変容弥生土器   ・変容無文土器（第１段階） 
          ・変容無文土器（第２段階） 




岡 1993）。  






























































・弥生土器         ・無文土器   
         ・変容無文土器（第１段階） 
 ・変容弥生土器   
          ・変容無文土器（第２段階） 
第 166 図 吉永遺跡で確認できる土器  
【矢野遺跡の無文土器系土器】  
・弥生土器     ・無文土器  
  ・変容無文土器（第１段階） 
  
・変容弥生土器    ・変容無文土器（第２段階） 
第 167 図 矢野遺跡で確認できる土器  
第 165 図吉永遺跡の変容弥生土器ほか（片岡 2008） 
第 164 図 吉永遺跡の集落構造と無文  























第 168 図 綾羅木郷遺跡における無文土器系土器および鉄器出土遺構（田畑 2018） 
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迎えられ、渡来文化を持ち込んで開発に一定の役割を果たした（小南 2008、田畑 2018）。 
今後、集落研究の深化によって、土器からみた日韓交流、渡来人の動きがさらに明らか
になっていくものと思われる。  



























































































































































































































第 169 図比恵遺跡環溝［鏡山 1956］ 
 






































がようやく実証されたのは 1990 年である。韓国慶尚南道蔚山検丹里遺跡で、丘陵上に V 字
溝を楕円形に巡らせた集落が確認された（第 171 図）（釜山大 1995）。環濠の内外に竪穴住
居、環濠外には支石墓が分布する。実質的な韓国における環濠集落研究の出発点はこの検
丹里遺跡にあり、その後、現在までに調査された環濠の件数は原三国時代の環濠（５例）


































































い、境界・区画・排水・儀礼などの多様な機能論が展開される（李盛周 1998 李東柱 1999 















ど途切れ、環濠内側の肩部分に径 20～30 ㎝、深さ 30 ㎝の木柵柱穴が 3.5～４ｍ間隔で並
ぶ。 








長軸 118ｍ×短軸 70ｍの楕円形を呈し、環濠の断面は V 字形、残りの良いところで深さ
1.1ｍである。北西側と南西側に出入口がある。土層断面では再掘削の痕跡は窺えず、概
ね自然堆積を示す。環濠内側から掘削土の流入がみられ、内土塁と考えられる。  











とも想定される（宋満栄 2001、武末 2004）。 






























a．福岡県江辻遺跡（第 172 図）（新宅 1996） 
江辻遺跡は糟屋平野の篠栗川と久原川の合流地点付近、標高 10ｍの沖積微高地上に立






ｂ．福岡県那珂遺跡（第 172 図）（福岡市 1994） 




























以降、50 次を超える調査が重ねられ、特に 1988～89 年の史跡整備のための調査で環濠の
全体像が明らかとなった。環濠は平面が倒卵形（南北 110ｍ、東西 86ｍ）で、台地中央の
最高所を巡る。環濠は残りの良い部分で検出幅４ｍ、深さ 1.8ｍ程の V 字形である。土層
堆積状況から濠の両側に土塁があったと考えられる。  











ｂ．福岡県備後守屋敷遺跡（第 172 図）（北九州市 2008） 
北九州市、紫川左岸の東へ延びる標高 12ｍの段丘上に立地する。小倉城南土塁の下で
弥生集落を検出した。  
２号溝は長さ 67.5ｍ、10 号溝は 14ｍ分を確認した。環濠となる２号溝と 10 号溝の規
模は少なく見積もっても 100×100ｍ程度はある。２号溝の断面は V 字形で、幅 1.9～2.5
ｍ、深さ 1.4ｍ、底の幅は 30～45 ㎝である。10 号溝は削平を大きく受けるが、最大幅




































































































































































（１）佐賀県吉野ヶ里遺跡（図９）［七田 1995、細川・土屋 2009 ほか］  




















古段階の南内郭環濠は南北 150ｍ、東西 70ｍ、面積約 7800 ㎡の直線的ではあるがいび
つな平面形であったのが、新段階になると長方形に近い平面形に掘りなおされる（南北
150ｍ、東西 90ｍ、面積 11000 ㎡）。北内郭は古段階の環濠が一部しか遺存していない
が、新段階のものは二重の環濠からなり、円と方を組み合わせたような先端が丸い A 字形
























る。北側中央部には 1.25ｍ幅の陸橋がある。Ｕ字溝の幅は 1.7～2.4ｍ、下端 1.7～2.4ｍ
でで、深さは 65～80 ㎝である。後期後半～終末の所産。U 字溝の時期には内部には住居




からは U 字溝の北側を巡る。Ｖ字溝で囲まれる範囲は、南北 95ｍ、東西は 75ｍ以上と考
えられ、6300 ㎡以上となる。V 字溝の規模は一定しておらず、残りの良い部分では上端
4.4ｍ深さ 1.6ｍである。出土した土器は庄内系土器を含む。V 字溝の時期には内部に 11
軒、外部に５軒ある。  





















































































集落が確認され、住居跡 13 軒、方形周溝遺構１基、大溝６条が調査された。これらは、  



















の濠から９ｍ離れてあり、17.7m の長さ、幅は 2.98～3.38ｍ、その深さは 1.3～1.7ｍ、
断面形は逆台形である。遺物は中位から投げ込まれた形で出土している。南側の濠は、中
央の濠から 4.5ｍおいて掘削され、 13.2ｍの長さである。南側に２か所の深堀り部に挟ま



















a．大分県小迫辻原遺跡（第 179 図）（大分県 1999、日田市 2011） 
小迫辻原遺跡は大分県の西部日田盆地に位置し、筑後川上流の三隈川流域に形成され


















4.5ｍ、深さ 1.6ｍで一辺約 100ｍの隅丸方形をなす。断面は V 字形で、内側は緩やかで外
側は急である。外側に土塁の痕跡が確認される。環濠内部には竪穴住居か土坑と考えられ
る遺構が確認された。  



































（第 180 図）（小郡市 2012）、検出段階で直近の課題となったのが、平面形の軸がずれる  



























箇所にあり、幅 2.4ｍほどである。西辺は A-2 区と A-5 区の境付近で緩やかにまがり、弱
いくの字状を呈する。北辺を二等分して中軸を求めると、内環濠の軸は N－27°－E、規模







濠の軸は N－20°－E、規模は最大で 79.6ｍ×78.8ｍとなる。内環濠は検出面での幅 2.2～













②掘削詳細時期の特定  ○ 
③掘り直しの有無／その時期の特定  ○ 
④内土手・外土手の別  × 
⑤環濠付帯施設の検討  △ 
⑥環濠（集落）のライフヒストリー  ○ 
⑦環濠の堆積環境復元  ○ 
⑧環濠の機能推定 ○ 












分が環濠内側へずれて行われており、確実な掘り直しの状況が明らかとなった（第 181 図）。 
検討の結果、内環濠・外環濠、それぞれ大きく３段階（ａ・ｂ・ｃ段階と表記）の大掛か
りな掘り直しを想定するに至り、そのほか、簡易な溝さらえ等の環濠維持・管理が行われ





















ら か に で き な か っ
た。 
北東側の陸橋は外












































































































































































































































31,000 ㎡と拡大する（第 183 図）。  
中九州の様相は、熊本県では北部の菊池川中流域の台地上に方保田東原遺跡、蒲生上
















































































































































































































































































られる（森 1966・橋口 1987・小澤 2000ｂ）。三国丘陵では、若干時期は後出するが、中















































































№ 地域 遺跡名 所在地 時期（出土土器） 立地 規模（最大） 断面形 備考
1 那珂 福岡市 早期 段丘（11ｍ） 外：径150ｍ、幅５ｍ、深さ２ｍ　内濠幅２ｍ、深さ１ｍ Ｖ字（外）、逆台形（内）
2 板付 福岡市 前期初頭 段丘（11ｍ） 楕円：110ｍ×80ｍ、 幅３ｍ、深さ2.2ｍ Ｖ字 ・弦状溝で内部区画　・外濠の可能性
3 今川 福津市 前期初頭 丘陵（14ｍ） 円：（80）×（60）ｍ、幅３ｍ、深さ1.3ｍ Ｖ字
4 有田 福岡市 前期前半 段丘（13ｍ） 楕円：300ｍ×200ｍ、幅3.9ｍ、深さ1.8ｍ Ｖ字
5 那珂 福岡市 前期後半 段丘（6ｍ） 円：（60～80）ｍ×50ｍ、幅4.15ｍ、深さ2.4ｍ Ｖ字 貯蔵穴専用環濠か　陸橋幅2.2～1.75ｍ
6 光岡長尾 宗像市 前期後半 丘陵（32ｍ） 円：46×42ｍ、幅５ｍ、深さ1.3ｍ Ｖ字 貯蔵穴専用
7 今宿五郎江 福岡市 中期後半～後期前半 段丘先端～沖積地（５ｍ） 不整円？：径120ｍ前後,幅3.2ｍ、深さ0.8ｍ 逆台形
8 今宿五郎江 福岡市 後期初頭～終末（古墳前期） 段丘先端～沖積地（５ｍ） 270ｍ×200ｍ、幅３ｍ、深さ1.5ｍ 逆台形 （削平を受けるが深さは２ｍを越えないか）
9 比恵 福岡市 後期初頭～前半 段丘（６ｍ） 方形：30×33ｍ,幅４ｍ、深さ１ｍ 逆台形 環溝住居址
10 雀居 福岡市 後期後半 微高地（５ｍ） （200）×（130）ｍ、幅５ｍ、深さ１ｍ U字～逆台形
11 野方中原 福岡市 後期後半 扇状地（15～26ｍ） 円：Ａ溝（120）×100ｍ、幅2.5ｍ、深さ0.5ｍ 逆台形
12 野方中原 福岡市 終末期 扇状地（15～26ｍ） 方：Ｂ溝30ｍ×25ｍ、幅３ｍ、深さ1.2ｍ Ｖ字～逆台形












16 三沢北中尾１ 小郡市 前期後半～末 （東に張り出す）丘陵頂部（32ｍ） 隅丸方形：73ｍ以上×72ｍ、幅1.6～7ｍ、深さ1.1～4.2ｍ、 V字
貯蔵穴専用　「環濠の西端中央部は完全に消えている部分が長さ７ｍにわたっているので、（その箇所
は）高さ１ｍ以上削られていると考えられる」






















20 彼坪 久留米市 前期～中期(前期後半中心か) 沖積微高地（７ｍ） 円？：径73ｍ、幅1.3×3.1ｍ、深さ1.4～1.7ｍ V字 道路幅の調査








23 平塚川添 朝倉市 後期後半～終末 沖積微高地（20ｍ） 楕円：250ｍ×110ｍ３～４条、幅6～14ｍ、深さ１ｍ 緩いＵ字 多重環濠集落
24 西ノ迫 朝倉市 後期後葉 丘陵（100～131ｍ） 円？：35ｍ×？、最大幅2.35ｍ、深さ0.8ｍ 逆台形 比高90ｍ、陸橋(埋戻し)１箇所、９ｍ、門柱間３ｍ環濠は崖面にて規模不明
25 辻垣畠田・長通 行橋市 前期中頃 沖積地（11ｍ） 長円：180×35ｍ,、幅1.7ｍ、深さ0.8ｍ Ｖ字
26 葛川 行橋市 前期中頃 丘陵（20ｍ） 円：57×43ｍ、幅2.6ｍ、深さ1.9ｍ Ｖ字 貯蔵穴専用
27 原の辻 壱岐市 中期後半 低台地（18ｍ） 楕円：750×300ｍ、幅３ｍ、深さ１ｍ U字
28 原の辻 壱岐市 後期後半 低台地（18ｍ） 楕円：780ｍ×（580）ｍ、幅2.8 ｍ、深さ1.3ｍ(SD03) Ｕ字
29 小楠 佐賀市 前期前半 段丘（11～13ｍ） 楕円：170×140ｍ、幅３ｍ、深さ1.2ｍ 逆台形
30 八ツ並金丸 鳥栖市 前期中頃～末か 丘陵頂部～南東緩斜面（55ｍ） 円：径28×26ｍ、幅2.7～3.3ｍ、深さ約2.3～2.7ｍ V字
小規模環濠　南西に陸橋、内部に貯蔵穴群と住居４軒（前期末～中期初頭中心？）、貯蔵穴群の方が
古いか
31 吉野ヶ里(杉籠Ⅲ区) 神埼市 前期 丘陵（18ｍ） 円：径20ｍ、幅２ｍ、深さ１ｍ Ｖ字 小規模環濠、2012現説資料
32 吉野ヶ里 神埼市 前期前半～後半 丘陵（20ｍ） 楕円形：南北200ｍ×東西160ｍ程度、幅３ｍ、深さ２ｍ Ｖ字 2.5ha、北東に隣接して径20ｍの小規模環濠有
33 吉野ヶ里 神埼市 中期初～後半 丘陵（20ｍ） 楕円形：南北400ｍ×東西500ｍ以上、幅６ｍ、深さ２ｍ以上 Ｖ字 20ｈ以上、丘陵南部
34 吉野ヶ里 神埼市 後期前半～終末 丘陵（20ｍ） 丘陵地形に沿う：南北1000ｍ、東西400ｍ、幅3.3ｍ、深さ1.9ｍ Ｖ字（低地では逆台形） 40ｈａ以上


















39 下郡（Ｅ区） 大分市 後期後葉から終末 自然堤防（5～7ｍ） 隅丸径65ｍ前後、幅2.0～3.0ｍ、深さ１～1.5ｍ Ｖ字～逆台形 外土塁、掘り直し、最終的に上層に大量に土器廃棄
40 下郡（Ｈ区） 大分市 後期後葉から古墳初頭 自然堤防（5～7ｍ） 検出長150ｍ、最大幅5.4ｍ、深さ1.87ｍ Ｖ字 掘り変え有（ＳＤ01→ＳＤ02範囲拡大）　内土塁　掘り直し
41 白岩 玖珠町 後期後半 丘陵（385ｍ） 地形に沿う：南北165ｍ×東西65ｍ,幅1.5～３ｍ V字～逆台形 外側に土塁が想定　東側は崖面、内部に焼土坑有、
42 小迫辻原 日田市 弥生時代終末 台地上（120ｍ） １号環濠：東西150×南北100ｍ、最大幅2.5ｍ、深さ１ｍ 逆台形 小迫辻原Ⅰ期
43 小迫辻原 日田市 弥生時代終末 台地上（120ｍ） ２号環濠：方形１辺100ｍ、幅３ｍ、深さ1.5ｍ 逆台形 小迫辻原Ⅱ期、内側に小溝
44 小迫辻原 日田市 古墳時代前期初頭 台地上（120ｍ） ３号環濠：隅丸方形１辺100ｍ、幅4.5ｍ、深さ1.6ｍ Ｖ字 小迫辻原Ⅲ期、土塁有か
45 小迫辻原 日田市 古墳時代前期初頭 台地上（120ｍ） １号方形環濠：1辺47ｍ。幅3.5ｍ、深さ1.5ｍ 逆台形～Ｖ字 小迫辻原Ⅲ期
46 小迫辻原 日田市 古墳時代前期初頭 台地上（120ｍ） ２号方形環濠：１辺36ｍ、幅２ｍ、深さ１ｍ 逆台形 小迫辻原Ⅳ期
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48 蒲生・上の原 山鹿市 後期後半 台地（55ｍ） ２重弧状溝（93×　）　最大幅３．0ｍ、深さ1.7ｍ 逆台形 菊池川中流域　濠Ⅰ+濠Ⅴ　濠Ⅰ陸橋（幅3.2ｍ）濠Ⅴは掘削途中
49 蒲生・上の原 山鹿市 後期後半 台地（56ｍ） ２重弧状溝（180×160ｍ）　最大幅5.1ｍ、深さ1.8ｍ 菊池川中流域　濠Ⅱ+濠Ⅲ（+濠Ⅵ）
50 五丁中原 熊本市 後期後半 丘陵（70ｍ） 東西（300）×南北（250）ｍ、幅４ｍ、深さ2.5ｍ V字 濠には掘削単位？菊池川中流域
51 下郷 宮崎市 前期後葉～中期前葉 洪積台地（９０ｍ） 70ｍ×35ｍ以上、最大幅４ｍ、深さ1.7ｍ 逆台形～V字
52 下郷 宮崎市 中期末～後期 洪積台地（９０ｍ） 100ｍ×18ｍ以上　最大幅3.5ｍ、幅1.5ｍ 逆台形
53 入来 日置市 （前期末～）中期初頭 シラス台地先端（20ｍ） ・U字溝（22m分）、幅0.46ｍ深さ0.2ｍ U字 小規模弧状溝
54 入来 日置市 （前期末～）中期初頭 シラス台地先端（20ｍ） V字溝（47.5ｍ分）、幅1.42ｍ、深さ1.2ｍ V字 台地東端部を横断する条溝
55 寺山 川辺町 中期前半～後半 シラス台地先端（60～65ｍ） 直径40～50ｍ Ｖ字 二重環濠　外環濠（最大幅250㎝、深さ220㎝）　内環濠（最大幅300㎝、深さ2.2ｍ）
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第 58号 古文化研究会 をもとに再構成 
第２章第２節  
「北部九州における弥生時代植物利用研究１-現状と課題の整理ー」（共著）2014年『古文化談叢』 
第 71集 九州古文化研究会 をもとに再構成  
第２章第３節 
「初期灌漑技術の発展過程－水田稲作開始期における井堰構築技術とその集団－」2005年『九州考古学』










2016年『考古学は科学か』田中良之先生追悼論文集編集委員会  に加筆・修正  
第４章第２節 
「環有明海地域における弥生時代の日韓交流～交流拠点としての環有明海地域の評価～」2019年 
『公益財団法人鍋島報效会研究助成研究報告書』第９号  に加筆修正 
第４章第４節 
「日韓青銅斧の研究～三沢北中尾遺跡出土銅斧片の意義」2015年『古文化談叢』第 74集  
九州古文化研究会 に加筆・修正  
第５章第１節 
「無文土器系土器と集団～三国丘陵における土器生産からみた日韓交流～」2019年『九州考古学』 
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永田三男 中野充 永野仁 仲原知之 中原幹彦 永松正大 永見秀徳 中村淳磯  
西江幸子 西谷正 西田尚史 二宮満夫 丹羽野裕 任鶴鐘 能登原孝道 朴敬信  
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大阪府立大学 小城市教育委員会  鹿島町歴史資料館 九州歴史資料館  
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